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試技のスーパースロー映像を観察することにより，観察される動きと自身の動作意識の間で
生じる不感性を解消させ，動作の自動化を図りながら課題を一連の動きの中でとらえること








< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
 論文審査は、１月 23 日（木）13 時から、主査・渡部信一教授、佐藤克美准教授、および
熊井正之教授を審査員として実施された。 























章では，具体的な活用方法（240fps と 30fps の映像を併用して観察することで学習効果が
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高い）を考察していることも新規性に富んだ研究内容となっている． 
 
 3点目は第 4章において，これまで事例的に検討されてきた運動スキル獲得におけるスー
パースロー映像の活用方法を総括し，活用提案として実際の運動学習場面において実践的検
証を行っている点である．これまでの運動学習に関する研究は運動スキル獲得において必要
な要因や概念を追及すること，スーパースロー映像については具体的な有効性の検証を行わ
ずに運動学習場面で使用するのみにとどまっていた．そこで本研究では，スーパースロー映
像の活用提案を 2 つの研究成果から考察・提案し，実践的検証をもってスーパースロー映像
の本活用提案の有効性を示したところに本研究の独自性があげられる． 
 
 以上の 3点，動作意識を把握しながらの課題設定の重要性に関する言及，その課題設定に
向けたスーパースロー映像の活用方法の考察，およびその活用提案の実践的検証が運動スキ
ル獲得におけるスーパースロー映像の活用提案を考察する本研究の優れた点であり，新規
性・独自性・有効性において評価できるものであると考えられる． 
 
 よって、本論文は博士(教育情報学)の学位論文として合格と認める。 
 
 
